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1. 尼崎市総合交通計画について
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計画の概要

位置付け：交通分野のマスタープラン

都市・地域総合交通戦略

地域公共交通計画

計画期間：R6～R15の10年間

会議体

尼崎市都市計画審議会交通政策分科会

構成員：学識経験者、公共交通事業者、
経済団体、市民、警察、国、県、市



１．尼崎市総合交通計画について

4

• 北から阪急電鉄、JR西日本、阪神電車が東西
方向に運行

• 南北方向を中心にほぼ全域を路線バスが運行

• 市内の多くの人口は鉄道駅800m圏域、バス
停300m圏域に含まれている

公共交通ネットワーク

【計画（資料編）】P1-25
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• 市内に鉄道駅が１３箇所あり、大阪市や神戸市、西宮市といった阪神間の東西方
向での人の移動が多い

出典）第6回近畿圏パーソ
ントリップ調査、地理院地
図を加工して作成
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市内⇔市外移動の特徴
【計画（資料編）】P1-23
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• 平坦でコンパクトな市域に都市機能が集積しており、市内を自転車や徒歩で移動
しやすい

市内移動の特徴
【計画（本編）】P1-2【資料編】P1-24

出典）第6回近畿圏パーソ
ントリップ調査、地理院地
図を加工して作成
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• 公共交通への満足度は
概ね満足・やや満足が
過半数

公共交通に対する満足度
【計画（資料編）】P1-47
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• コロナ禍で落ち込んだ乗客数が以前の水準まで戻っていない。

交通を取り巻く現状と課題
【計画】P2-4

図 鉄道利用者数 図 バス利用者数
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• 担い手不足・高齢化が深刻となっている。

担い手の状況
【計画】P2-4

図 大型2種免許保有者数（兵庫県）

図 尼崎市内の自動車運転の職業の有効求人倍率
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目指す姿と目標
【計画】P3-8

交通と連携した魅力を伸ばすまちづくりの推進目標１

目標２ 誰もが安全・安心・快適に移動できる環境の創出

目標３ 利便性が高い交通環境の構築
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目標１ 交通と連携した魅力を伸ばすまちづくりの推進

全国2例目となる都市公園リノベーション協定制度で阪神尼崎駅前の中央公園をリノベーション（阪神電鉄）

阪急神戸線西宮北口駅～武庫之荘駅間の武庫川橋りょう上に新駅を設置しまちづくりを展開（阪急電鉄）

R6取組
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路線バスの利用環境向上のため上屋やベンチの設置に係る補助制度を実施

デジタル技術を活用したタッチパネル式庁内案内に市役所バス乗り場を案内

目標２ 誰もが安全・安心・快適に移動できる環境の創出
R6取組
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目標３ 利便性が高い交通環境の構築
R6取組

バス運転士への市営住宅の空き室提供を開始（コープこうべ・尼崎市・阪神バス）

市域北部の新たな東西幹線道路となる園田西武庫線御園工区の整備（兵庫県）
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目標３ 利便性が高い交通環境の構築

快適な暮らしや活発な経済活動を支えるために、持続可能かつ

利便性の高い交通ネットワーク及び交通基盤の構築を目指す。

【計画】P4-17



15

2.尼崎市AIオンデマンド型交通実証運行について
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ポイント
 普通自動車を使用した乗合運行
 予め決められた仮想スポットで乗り降り可能
 複数の乗客の予約をAIで最適化しルート案内

⇒バスとタクシーの中間イメージ

AIオンデマンド型交通の概要
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R7実証運行の概要

・今年度の実証運行は国の
共創モデル実証運行事業を
活用して実施。

（実施主体）
尼崎市AIオンデマンド共創プ
ラットフォーム
・尼崎市
・尼崎市社協園田支部
・尼崎信用金庫
・名神第一交通㈱

支援：Community Mobility㈱
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R7実証運行の概要

項目 内容

運行期間 11月～12月

運行態様 一般乗用旅客自動車運送事業（乗合）

運行日・時間 毎日・9時～17時

乗車定員 5人以下

運行区域 右記地図参照

運行形態 営業区域内をリアルタイムオンデマンド運行で実施

運行経路
予約に基づきシステムが自動生成した経路を運行 （AI
オンデマンド型交通）

使用車両 乗用車：ミニバン（乗車定員5人）計1両

運賃及び料金の種類 運賃及び料金の額

普通運賃 片道

大人 500円

小児 大人普通旅客運賃の半額

幼児
同伴者1名につき2名まで無料
3人目から大人普通旅客運賃の半額

■運賃・料金の設定

■運行概要
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R7実証運行の概要

■阪神バス デジタル乗車券の販売（案）

運賃及び料金の種類 運賃及び料金の額

共通一日
乗車券

阪神バス
AIオンデマンド
一日乗車

大人 1,200円

小児 600円

共通一日乗車券

デジタル乗車券イメージ
（提供）阪神バス株式会社

阪神バス㈱と連携し、バスとAIオンデマンド型交通が一日乗り放題となる
デジタル乗車券を販売する。

バス⇔AIオンデマンド型交通の相互乗換を促進するとともに、
お得な乗車券であるデジタル乗車券の周知を図る。
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R7実証運行の概要

■実証運行におけるモニタリング項目について（案）

今年度の実証運行は新規の運行かつ短期間の運行となるため、各項目のベースラインを把握することを主眼に置く。
今年度実証の結果を踏まえ、来年度以降の実証運行に係る目標値等を検討設定していく。

項目 内容

利用回数 どの程度利用されるか

相乗り率 相乗りが発生する効率的な輸送となっているか

乗車待ち時間 予約に応じた配車ができているか

利用者年齢層 幅広い世代に利用されているか

利用者・非利用者の評価 市民から評価されているか

重複バス路線の乗車人員 重複するバス路線にどのような影響を与えるか

事業収支 持続可能な事業となっているか
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検討スケジュール（案）

令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10年度

以降上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

実証運行

本格運行
の場合

運行準備

※想定であり政策決定、議会審議その他の理由により変更となる可能性があります。

実証運行

実証運行

運行準備 本格運行

★本格運行可否判断

実証運行

効果検証





取り組みのご紹介
移動課題の解決と新たな移動体験創出にチャレンジ

Community Mobility株式会社



 会社概要

• 毎日約200台以上の都市間バスやコ
ミュニティバスの運行実績

• 乗務員の健康管理や教育研修等の安心
安全な運行管理体制

• 700万のWILLER会員が利用するポー
タルサイトの運営

• 全国2,０00店舗運営のお客様接点
• 通信事業（4,000万auユーザー）で取得
した人流データを活用

• 高度な分析技術を用いて企業の計画策定
や事業運営に携わるなどの実績

＜当社の提供サービス内容＞

（１）効率的な移動手段として、AIオンデマンド交通に必要なプラットフォームを提供

（２）運転手不足への対応として、ドライバー募集から育成など公共ライドシェアに必要な運営を実施

（３）新たな交通の定着に向けて、導入地域への様々な導入支援（サービス訴求など）を実施

当社は移動事業のWILLERと通信事業のKDDIとの合弁会社として設立
交通課題の解決と新たなサービスの創出に取り組んでいます

1

KDDIグループWILLERグループ

会社名 ： Community Mobility株式会社
所在地 ： 東京都中央区京橋一丁目１３番１号WORK VILLA KYOBASHI６階
設立 ： 2022年1月18日
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非効率となった地域交通

＜当社の提供サービス内容＞

ドライバー高齢化・不足

< ①デジタル技術の活用 >
（AIオンデマンド）

< ②1種免許ドライバーの活用 >
（公共ライドシェア）

地域交通の課題 地域交通の課題
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AIオンデマンドシステムmobiで交通課題を解決

行きたい時に
行きたい場所へ
（バスの代替として利用）

デマンドベースの運行
（不要な運行は原則回避）

アプリ 電話

or

アプリ

路線バスの廃線後に導入 乗合タクシーのDX化に活用 職場⇔自宅・寮の移動手段 統廃合された学校と自宅の移動

交通空白/不便地域での新たな移動のカタチとして導入が進む

予約管理

需給マッチング

乗合マッチング

各種統計データ

配車管理

最適ルーティング

課金決済

ダッシュボード

AIオンデマンドシステム

路線バス 乗合タクシー 従業員輸送 スクールバス

< ①デジタル技術の活用 ＞
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公共ライドシェア事業全体の運営を受託しワンストップでサービス提供
（ドライバーとの契約締結、運行管理事業者の選定、利用者へのサービス訴求など必要な業務を当社が受託）

< ② 1種免許ドライバーの活用＞

公共ライドシェアドライバー

運行管理 利用者

自治体

地域住民

地域の運行事業者 住民・観光客

業務委託

サービス
提供

業務委託

業務委託

乗務開始時・終了時の
遠隔点呼による報告等

運行管理・車両管理 配車予約・送迎

事業運営



地域住民
公共ライドシェア
ドライバー

ドライバー安全の管理 ドライバー業務の管理

ドライブレコーダー等の機器提供

各種保険対応

ドライバーシフト管理

ドライバー相談窓口の設置

2種免許取得支援（今後）

5

募集 審査/面談 講習 教育 運行管理

ドライバー育成プログラム / ドライバー人材バンク

様々な媒体で
ドライバー募集

書類審査
オンライン面談

（適正判断）

大臣認定講習
（座学/実地運転）

接遇マナー
システム研修

シフト調整
各種運行管理

< ② 1種免許ドライバーの活用＞

ドライバーバンク 『Community Crew』
ドライバー募集から審査・面談、運行管理まで必要な対応を行い地域住民の中から公共ライドシェアドライバーを育成

コミュニティクルー
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• 新たなサービスの定着には地道な訴求・利用者説明会の実施が必要不可欠
• 当社はプラットフォームを提供するだけではなく、持続可能なサービスとなるための利用者増のお手伝いも実施

＜説明会・スマホ教室の実施> ＜紹介ブース（地域イベントとの連携） >

藤枝市「駅北て～しゃばストリート」

羽島市「岐阜羽島駅前フェス」

鳥取市「鳥取交通フェスタ」

＜ガイドブックの作成>

< 利用促進活動（一例）＞



私たちは新たな移動サービスの導入をご支援いたします

人流データ

（スマホ情報）

移動データ

（公共交通利用履歴）

＜あらゆるデータの収集・分析（例）＞ ＜あらゆる”生”の声の収集・分析（例）＞

①利用者向けアンケート ②利用しなかった方向けアンケート

利用者属性や日常の移動実態の把握及び
オンデマンドサービスに関する調査を目的として実施

ワークショップや座談会の実施

1 | データ収集 2 | モデリング 3 | 実証実験 4 | 評価 5 | 本格運行

人流データ
まちの情報
地域の声

サービ設計
運行計画

シミュレーション

地域合意形成
周知活動
運行支援

データ分析
利用履歴
運行履歴

利便性向上
運行効率向上
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